
　皆様、明けましておめでとうございます。2020年の
新春号の冒頭にあたり、ご挨拶を申し上げます。今年
は、JCHOりつりん病院として再出発してから7年目に
なります。人間で言えば、数えの7歳、小学校に入学
する歳であり、新しいランドセルに期待いっぱい夢い
っぱいの新春です。昨年秋に、病院北側の大きな空き
家が取り壊され、当面、りつりん病院が駐車場として
使わせていただくこととなりました。栗林公園への通
りから、病院建物が見えるようになり、当院が日の目
を見る時代に入ったというような、嬉しくも、身の引
き締まる思いがしています。
　今年は、夏には東京オリンピック・パラリンピック
が開催されます。きっとその話題で持ちきりでしょう。
また11月にはアメリカ大統領選挙があります。既に新年
早々不穏な動きが見られています。我々も大きな影響
を受けることでしょう。そして、医療界においては、
今年は、全国各地の地域医療構想調整会議において、

2025年度プランが確定されます。団塊の世代が75歳
となり、増加する医療のニーズに効率的に対応でき
るよう、地域の医療機関が話し合って、役割分担し、
連携するということです。住民の皆様にとっても、我々
医療提供者にとっても、公平で合理的なプランとなる
ことを切に願っております。このため、当院は、手術な
ど急性期治療に対応する病床と、それを乗り越えた後、
自宅や施設に復帰するまでの間に体力の回復や受入れ
環境の調整を行う回復期病床の2つをうまく組み合わ
せるハイブリッド体制で、地域の皆様のお役に立って
まいりたいと思います。その脇を支える、健診・健康
づくり担当の健康管理センターと在宅療養を支援する
訪問看護ステーションも強化してまいります。今年も、
りつりん病院は職員一同、張り切ってまいりますので、
地域の皆様、関係各位におかれましては、益々のご支
援ご鞭撻を賜りますよう、何卒宜しくお願い申し上げ
ます。
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新年の挨拶
　
院長　大 森 浩 二
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　10月30日（水）に第８回JCHOりつりん病院病
診懇話会・交流会を開催しました。
　外科部長の出石医師より「最近の外科治療について」と、
脳神経外科部長の森﨑医師より「当院の認知症ケアチームの取り組み
について～認知症外来を中心に～」をテーマとした講演を行いました。
　今回は院外より34名の先生方、医療関係者の方々に参加頂き、交流会で
も貴重なご意見を頂きました。より一層病診連携に努めたいと思います
ので、今後ともよろしくお願いします。

秋 の 公 開 講座
　11月5日(火)に、秋の公開講座を開催致
しました。
　今年は脳神経外科部長の森﨑医師より
「脳卒中～危険なサインを見逃すな～」の
タイトルで“脳卒中とは”“脳卒中になって
しまったら”“脳卒中にならないために”
という内容の講演をさせていただき、大盛
況に終わりました。次年度も地域の皆様に
喜んでいただけるよう内容豊富な講演を企
画したいと思っております。

　10月8日、当院本館3階会議室にて子ども
健康教室を開催致しました。近隣の幼稚園や
小学校の保護者の皆さんをお招きし、小児科
部長の桒名医師より「メディアで壊れる子ども
たち」をテーマに講演を行いました。
　昨今、社会問題になっているゲーム障害や
メディアが心身機能に与える影響など、日々
の子どもの生活に直結する内容で皆さん
真剣に聞き入っていらっしゃいました。

　9月26日にりつりん病院
にて地域協議会が開催さ
れました。
　この協議会には外部委
員として地域医療機関、
当院利用者の代表者と内
部委員として当院管理者が出席しました。
　まず病院の現状と取り組みについて報告した上で、村上副理
学療法士長より7月から３６５日リハビリテーションを開始した
回復期リハビリテーション病棟での取り組みについて報告し、
それらをふまえて実情に応じた運営に努められるよう話し合い
が行われました。
　今後も定期的に地域協議会を開催し、地域医療機関や
市との相互協力を図り地域医療に取り組んでいきます。

子ども健 康 教 室 開 催 地 域 協 議 会

クリスマス会
　12月20日（金）、院内クリスマス会を開催致しました。
　まずトップバッターは、毎年恒例の「りつりん保育所」の
園児さんの登場です。今年は、見事なマジックも披露して
くれて大いに会場を盛り上げてくれました。
　2組目は、「望岡　季世彦」さんによるハーモニカ演奏が
披露されました。懐かしい歌からクリスマスにぴったりな歌
まで最後まで皆で優しい
音色に合わせて歌って楽
しむ事が出来ました。　
　今回ご参加頂いたボラ
ンティアの方々や職員の
皆さん、ご協力ありがとう
ございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　患者サービス環境整備改善協議会

病診懇話会・交流会
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O n e  c o i n  r e c i p e

「ブリ雑煮、お祝い膳」

南7病棟

出世魚の代表、縁起の良い魚のブリを入れ
ました。栄養価も優れた豪華なお椀です。

一人分　530kcal　塩分4ｇ

＊お祝い膳
●ささみの馬鈴薯揚げ･･･
　ささみ1本、じゃがいも（メークイン）1/2個
　ささみは酒と塩で下味をつける
　じゃがいもは薄くかつら剥きし、ささみに巻きつける
　小麦粉をまぶし180度の油で揚げる
　好みで塩をつけていただく
●紅白てまり寿司･･･酢飯100ｇ、鯛刺身薄切り2枚、
　　　　　　　　　鮭刺身薄切り2枚
●いんげんごまあえ･･･いんげん40ｇ、
　　　　　　　　　　すりごま、薄口醤油

第5回JCHO地域医療総合医学会に参加して
外　科　

前 場 隆 志（名誉院長）
　以下の内容を口演しました。
演題名/「手術中Pause（休憩）の勧め- 患者も医師も看護師も」
演　者/前場隆志、因藤春秋、竹内　聖、小西英毅、野崎浩司
　発表要旨は、長時間手術は個人差があるものの手術スタッフの肉体的・精神的疲労に伴う集中
力の低下は否めず、この状況下での手術継続は患者さん側にも不利益を招く可能性もある。以上
のコンセプトで、当院外科では2002年以降「６時間以上の予定手術は全員同時に30分間のPause
をとる」方針とした。今回は術中Pauseを行った350例の中の膵頭十二指腸切除165例を対象に
、その有用性を検討した。その結果、Pauseにより手術スタッフのリフレッシュ効果が得られ、
その後の集中力改善に有用であった。またPauseに起因した患者さんへの有害事象はみられなか
った。
　この発表に対し司会者側から「現時点では麻酔科医を含めた手術室スタッフの理解と協力が
課題」、「今後の医療者の働き方改革の観点から自院でも行ってみたい」等のコメントがあった。

　脳神経外科部長　森 﨑 訓 明　　
　11月1日と2日に横浜で開催された第5回JCHO地域医療総合医学会に参加させ
て頂きました。他職種の方々が多数参加しておりいろいろな視点で様々な発表や意
見が聞かれ大変勉強になったと思います。チーム医療に関する演題も多くあり、そ
れぞれの職種が専門性を活かしながらしっかり連携し、チームで医療を行っていく
ことの大切さを実感致しました。
　私は2日目の午後に「認知症ケアチームによる認知症早期発見の取り組み」とい
う演題で発表させて頂きました。認知症の患者さんにやさしく適切に対応できるよ
うにこれからも頑張りたいと思います。

　手 術 室   坂 井 友 太
　JCHO学会に参加させていただき演題は〔手術室における災害対策〕で、災害対
策が確立されていない手術室の初動対応に焦点を当てたアクションカードを作成
し、災害対策を実施したことについて発表しました。今回はポスター発表で同じグ
ループ内には当院と同様に災害対策について研究している施設もあり参考にすべき
内容もが多くありました。また発表後に当院に対する質問も多くあり、今後の課題
について重要な意見をいただくことができました。
　また、他のセッションにおいても興味深い演題が多く、大変有意義な時間を過ご
せました。今回の学会で得た経験と知識を今後の業務に活かせるよう尽力できれば
と思います。

　外　科　前 場 隆 志（名誉院長）　　
　以下の内容を口演しました。
　演題名/「手術中Pause（休憩）の勧め- 患者も医師も看護師も」
　演　者/前場隆志、因藤春秋、竹内　聖、小西英毅、野崎浩司
　発表要旨は、長時間手術は個人差があるものの手術スタッフの肉体的・精神的
疲労に伴う集中力の低下は否めず、この状況下での手術継続は患者さん側にも不利
益を招く可能性もある。以上のコンセプトで、当院外科では2002年以降「６時間
以上の予定手術は全員同時に30分間のPauseをとる」方針とした。今回は術中
Pauseを行った350例の中の膵頭十二指腸切除165例を対象に、その有用性を検討
した。その結果、Pauseにより手術スタッフのリフレッシュ効果が得られ、その後の集中力改善に有用であった。また
Pauseに起因した患者さんへの有害事象はみられなかった。
　この発表に対し司会者側から「現時点では麻酔科医を含めた手術室スタッフの理解と協力が課題」、「今後の医療者
の働き方改革の観点から自院でも行ってみたい」等のコメントがあった。

材料と作り方（2人前）
＊ブリ雑煮･･･もち小２個、
　　　　　　　ブリ小(30g程度)2切れ、
　　　　　　　大根、人参、里芋、椎茸など
①ブリは軽く塩をふり余分な水分を拭き取って焼く
②もちはやわらかくゆでる
③大根、人参は一口大に丸く薄切り、里芋は一口大
　に切る。椎茸は飾り切りを入れて食べやすく切る。
　出汁に入れて煮たて、薄口醤油、塩で味をととの
　える。
④①～③をお椀に盛りつける。
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午前/8：30～11：30　午後/12：45～16：30

予約に関する
連絡先

9:00～17：00　
TEL(087)862-3198  総合予約
土・日曜、祝祭日は休みとなっております。

15:30～　一般診察

午後1時～午後8時（平日）　午前11時～午後8時（土日祝）

（再来予約のみ）


